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今年も残すところあとわずかとなりましたが、皆様

方にはいかがお過ごしでしょうか。今年の冬は、暖冬

だという予報が出ていますが、風邪やインフルエンザ

等には十分お気をつけください。 

現在、やすらぎ羽咋教室には通室生がいません。で

すが、昨年に比べ今年は、高校生及び先生方や保護者

の方からたくさんの相談がありました。 

冬休みの間は、規則正しい生活リズムを身につけ、

エネルギーを蓄えて、次のステージに向けての準備を   やすらぎ職員室玄関の人形 

して欲しいものです。来年もよろしくお願いします。 

８月以降の相談状況（１２月は１３日現在） 

ＳＶ相談とＳＳＷ相談について

は､小・中学生も対象としています。

お気軽にご相談下さい。 

 相談をご希望の方は、下記の相談 

日をご参照の上、事前に当教室まで、 

電話等での予約をお願いいたします。 

８月 ９月 10月 11月 12月 4月以降計 

来所 ４ １６ １２ ７ ３   ８６ 

出張 １ ０ ０ ０ ０     １ 

電話 ４ １３ ６ ６ ２   ５０ 

計 ９ ２９ １８ １３ ５ １３７ 

今後の相談日のご案内 

◇SV（ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ）：田幡 啓子 先生（児童家庭支援センター 臨床心理士） 

⑯ １月 ９日(木) １３：００～１６：３０ ⑰ １月２３日(木) １３：００～１６：３０ 

⑱ ２月 ６日(木) １３：００～１６：３０ ⑲ ２月２０日(木) １３：００～１６：３０ 

⑳ ３月 ５日(木) １３：００～１６：３０ 

◇SSW（ｽｸｰﾙ・ｿｰｼｬﾙ・ﾜｰｶｰ）：石井 了恵 先生（精神保健福祉士） 

④ １月１６日(木) １３：００～１６：３０ ⑤ ３月１９日(木) １３：００～１６：３０ 

年末・年始の閉室日のお知らせ 

◇１２月２７日(金) ～ １月６日(月) は、閉室とさせていただきます。 
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１１月２９日（金）、臨床心理士で元北

陸学院大学教授の中谷智一先生と当

教室のスーパーバイザー田幡啓子先

生を講師にお招きし、「教育相談を行

う際に心がけたいことについて理解

を深める」をテーマに研修会を開催し

ました。 

  関係施設職員、教員など約２５人の

参加があり、中谷先生による『「釈迦に

説法」～ 経験から学んだこと ～』と

題した講演と質疑応答を行いました。 

  講演では、中谷先生がたくさんの事

例をあげながら具体的に、わかりやす

く、そして時にユーモアを交えなが

ら、「すぐに現場で役に立つ」有意義な

お話をして下さいました。 

講演の詳細については、例年のよう

に本教室が作成する「教育相談概況」

にのせて、後日送付する予定です。 

 

【 参加者の感想（一部） 】 

 今年を振り返って  ～ 田幡啓子先生より ～

 

    

講師の先生方       中谷先生の講演 

 

 

田幡先生の助言        研修会の様子 

 

・中谷先生のお話を聞き、少し心が軽くなりました。学校にはいろんな生徒がいて、日々

対応に追われていますが、みんなで情報を共有し、もう少しゆったりした気持ちで関

わっていきたいと思いました。 

・やはり、「心に響く声かけ」を、いかに生徒にできるかが大切だと思いました。生徒と

向き合っていると、時々こちらもつらくなるような場面がありますが、周りの方と協

力して頑張ってみたいと思いました。 

・生徒の話にじっくりと耳を傾けることの大切さを改めて実感した。生徒との具体的な

信頼関係の構築の仕方がわかった。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目の前にいる人とネットで知り合った、会ったこともない人。みなさんはどちらの方

をより信じるでしょうか。いわゆる『ネッ友』の方だと語る子によく出会います。理

由はいろいろあると思いますが、「あなたは信じられるの？」と､子どもたちから私た

ち大人に与えられた課題ではないかと日々考えています。


